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この手水鉢は、長浜の住吉神社境内にあり原型は鳥居です。足利時代の応永 9年 (1402年)、伊予郡中

山の豪族栗田正泉らが、中山産の黒雲母安山岩を材料として中山町永木の三 島神社へ鳥居を献納しました。

当時は、全国的にも数少ない石の鳥居でした。

それから約250年後の江戸時代、大洲藩主加藤泰興がこの鳥居を見てその石材の立派さに驚き、 石柱の

一本を取って江戸に持参しようとしましたが、何らかの都合で江戸持参を取りやめ、海の守護神として信

高さは約1.5m、 円柱の直それがこの手水鉢で、す。仰の厚かった住吉神社に手水鉢として奉納しました。

径40cm、オ'-1留部分は内径約25cm、深さ約20cmで、す。



平成11年の刑法犯少年の検挙人員は14万1，721人と、
4年13¥f'Jに減少しました。しかし、凶悪犯(殺人、強盗、
放火、強姦)の検挙人員は、前年に比べて40人増加する
など依然として高水準にあり、刑法犯少年に占める凶悪

犯少年の割合は、昭和52年以曜の最高を記録しています。
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凶悪園粗暴な犯罪に転じやすい

「ひったくり」が急増

少年によるひったくりの検挙人員は平成6年以降、一

貫して増え続けており、過去10年間で4.2倍と急増して
います。特に最近は、仲間との共犯事件が増えており、

ひったくりの検挙件数の半数以上を占めています。
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平成11年に少年が被害者となった形法犯の認知件数は
31万3，985件。前年に比べ全体の件数自体は減っていま
すが、凶悪犯被害、粗暴犯被害の件数はそれぞれ増加し

ています。また、少年が強姦や強制わいせつなどの性犯

罪の被害に遭うケ スが急増しています。

少年が幽悪犯罪や性犯罪のターゲットに
年次 7年 8年 |9年 10年 11年

凶悪犯 1，091 1，151 I 1，419 1.523 1，600 

性犯罪 3，030 3，130 3，681 3，637 4，367 

被害総数 312，604 323，064 324，467 320，268 313，985 

(資料町警察庁)
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フ月20日の「海の日J相、海の恩恵に感謝するとと
もに海洋国・白本の繁栄を願う日として、平成8年か

ら国民の祝日となっています。世界の中で[海の白」

をE民の祝日としている国は唯一日本だけですl

また、ア月20~31 白は「海の旬間J です。 15毎の日」

の意義を広めるとともに、海洋盟 日本の発展のため

のキャンベーンを運輸省が中心となっ亡運めています。

来年に控えた21世紀に両けて、わたしたちと海との

深いわ¥かわりについての理解をより深めていくことが

求められています。また、との美しい海を子孫に引き

継いでいくため、土也球環境保全の観点力¥らも、子ども

たちへの海事ノ思想の普及に努め忍必要があります。

7月20日

7 月 20 日 ~31~

く運輸省〉

海

海銀〉

「海の祭典Jは、広く国民の海に対する関心を喚
起することを目的として、毎年、圏内の主要港湾都

市か、持ち回りで開催しています、

第15回を迎える今年は、静岡県内の主な港湾で、
7 月 20~30 日に行われますの

海の総合展、 TSL海の学校、体験乗船、コンサー
ト、アクティプスポ ツ大会などが開催される予定

です。お問い合わせは、第15回「海の祭典j 実行委
員会 (~054-221-3052) まで。

「
↑
滑
の
館
一
小
血
ハ
」
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フムネ早飲み大会 ビル|
7/15 早飲み大会・スイカ割り・
演芸の夕べ他

4、若
22 ふれあい市・映写会 れだ

あん

29 
媛銀カラオケ大会・バナナ いな
たたき売り 通通

f) f) 

8/5 ながはま赤橋夏まつり

12 もちつき大会・ビンゴゲーム

その他

前記以外の制度については変更はありません。

また、児童手当には、つぎ、の手続きがあります

ので該当する場合は申請してください。

* 児童手当認定請求書・・新たに受給資格が生
じたとき

* 児童手当額改定請求書・
対象児童が増えたとき

* 児童手当額改定届・・年齢要件などにより支
給対象となる児童が減ったとき

* 児童手当現況届. . 6月 1日現在手当を受け
ているすべての受給者

* 受給事由消滅届他の市区町村に住所が変
わったとき、年齢要件などにより支給対象児童

がし、なくなったとき、特例給付の受給者が退職

したとき並びに受給者が公務員になったとき

* 住所変更届同じ市区町村で、住所が変わっ
たとき

* 氏名変更届-
オフつえzとき
児童手当制度に

ついてご不明な点

など、言羊しくは、

役場住民福祉課町

民福祉係(宮 52-

1 1 1 1 ・(有)2 0 

6 3 )へお問い合

わせください。

-出生等により支給

-受給者または児童の氏名が変

6月ガら
対象年齢拡大

されました
平成 12年 6月 1日から児童手当の制度が改正さ

れました。

今回の制度改正では、支給対象年齢、が 13歳未
満」から「義務教育就学前」に拡大されました。

その他の「手当月額J1所得制限J1支払時期」
に変更はなく現行のとおりとなっています。

児童手当の支給を受けるには?
* 児童手当は、養育者ーからの申請がないと支給
されません。長浜町役場住民福祉課へ申請書を提

出してください。(公務員は勤務先)

* 申請書の他に「年金加入証明書J1所得証明
書」など、必要に応じて添付書類を提出する場合

があります。

* 所得が一定額以上の方には、児童手当は支給
されません。

v¥つ手続きをすればいいの?
《改正により新規に請求する方》

ヂ成 12年 6月 1I::lから申請手続きを受け付け

ています。

6月 1日から 9月末までに申請された場合、平

成 12if.6月分までさかのぼって支給されますが、
10月以降に申請手続きをした場合には、申請月の

翌月分からの支給となります。

《現在児童手当を受けている方》

6月現在児童手当を受けておられる方で、 3歳

以上で義務教育就学前の児童がしミる場合には「額

改定請求書」を提出してください。

方i

む



伊都吟時Jt
風蘭展

櫛生の松本!丘二さんが、口 l逗丹

精込めて育てとけたた小の美子しい

胤蘭「ランの種)、約 15点が

展示されま九

【期間] 7月 1 5 日 ~8 月 6 日

(月曜日休館・午前 9時~午後 5

時;詳細はふれあい会館〈告52-1

210固(劃2912)まで。)

〔場所1ふれあい会館ギャラリー

大漁旗展
長浜町漁業協同組合をはじめ、

漁家の皆さんのご協力を得て、壮

大でありがたし寸会柄が施された貴

重な大山陰?ウミ多数民示されま寸 o

E 期間:1 7月 1 5 日 ~8 月 5 田

(月曜日休館:午前 9時~午後 5

日寺)

E場所〕ふれあい会館ギャラリー

資料写真(昨年の御輿海上渡御)

i:新刊情報です:
~長浜町立図書館~

署名 著者

。お昨健康法

食品健康{古用研究公

O女医の医学
日吉森 良彦

。たった一人の老い支度

同同信子

ui尼の花
イミ上 勉

OミザJ老(ゆめのLずく)
田辺聖子

Oきれい去お城の残酷な話
栴iJ4_操

5 

長浜町の

上水道指定給水装置工
(指定工事業者)は、次の す

者
で
薫
り

{平成12年5F131 日現千j~ ) 

{主 月f 電話

一
ム
五
一
並
木

む
一
向
一
工

一

一

止

田

川

一

蒲

一

事

者
一
引
一
設

一
言
三
ワ

業
一
内
一
イ

河
一
ダ

多部長浜町大字ド須叩2ー」一
己多部長浜町大字下須戒487

52-0503 

一一一一一一下一一一一一ー一

好崎設備工業喜多郡;長浜町大半[老松甲739-1[090ω75-0658 

叩南予水道住言立大洲市東)<;)111252-3

村山住 吉産 業(喜多郡E浜田]大字上老松印刷-1

米 田 設 備[片喜多郡長?訳浜開兵兵刑ゐ刊同吋長浜削州叩刊757-5己

大洲干市H徳森248

52-1531 

(有府地i判七i有センタ一川北[iI'i五郎主慶雲寺中1504-3

I :*:iJII け1-~ヒ只 5fJ2-1

オクグ設備(大?川市新存乙538-1

南 設 1TrM ;丁目菅回目]古田甲828-1

(有)河原設備|松山市木犀町2-4-20

24 -00 1::l 

24-0783 

25-4107 

25-4684 

089-92，1-4670 



智r~~翠 古ミ

長浜高校美術部渚英理

七対l

tJタL11
411山

6自

任7

国語包め露関
盟関的記嗣窃

ガらでも

入できます

60歳になるまでの問聞で、満額の1f.~金領(こ満たない方や老[持基礎

年主主をもらえる必以品低限の期間 (25'1I間)を満たしていない)J

l土、 65践になるまで任意力11入できます。

老齢基踏年金を受ける短めの

保険料の議肉付期間ガ不足意ずる方は

10歳まで方自λすることガ、できます。

老齢基礎ごq盆をもらえる必要最低限のJ[月間(251f二一間)を満たし

ていない万に対して、 Hff和30年 4刀 1I::Jまで』二位まれた方を対象

に、 70歳まで(必要な保険料寺内付出明闘を満たせるま C:')困民年

金に任b加入することが】ごきまれ

7閉ま「震の献血勤11合しl運動」且簡です
~巴本赤十字社~

蓮難事関務調議院程一一l
i三刀会訂; 4札1酎叫一一4心叫叩-41山1

日本では現在、 1年間に延べ600万人の方々

ガ献血に協力し¥輸血を中心とした医痩を支え

ています。

献血は、健康であれば最も身近にできるボラ

ンティアです。ぜひご協力をお願いしますり

[ l 川i日距日f日日;1j!日;f日日「T引!t;i日jIrr;f日!?!峰盆
Jト← 二土!ト
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と「同たラがそき が練わてはいラ型てはりネラ会
みーさよス i止のは番団習まい昨きス版行、まスス;1j'f 今
ん、んうのづ依す最粧のわた年までのうクしに全あ年
なー・をな [11 くのご、初し時るののせ院!競、弓た抗買りも
。中気結に練三のでか記でイ本ん結技いえ。戦がま

戸_.，片ヵ、 fJつ習っ練いら録、育 l しでわ全 :3C"協し九
そ二 l二 L 語れでで習まケが f守安羊なすば員ネと芳三月
口二 まくj てもゾミて、しう品千ヱミネけ三二でスいし乙下

す p 日、工、たスるはでスれだ人 iiiにうて;ム旬
せ 02に休 .r. 仁。のよ咋もにばか三を挑競行二に

苧ナ日育_;;_lL 7ぞみう年体 :Wt上ら脚し戦技うど体
練 級し二に大ふた 7う、んにを験戦「、のば~~ 7うす，F¥育!
習 委つク会フ。とらな、うし々くク大っとあギク大 i

と l まにどと記一寸早 ! 
鉄パし決、思録私くで l
砲ンためいし， 7うすのしも i
のツ。でつ、出スて、 l
音じ 私もするタみ本 g

が はよこか l よ香
品目号 スりくもトうに

練のいトか二〉 タ早不しさ、な
T 遅っそ一て 1 く安れえと.-)
のれも切直、 ト山はな早思て
11手てタ 1) ~奴ク 仕よあいくいス
よし、イま ~e ラ i芦:うっしのなまタ
りたミしスス い、た れ)~ 1 
も私ンたタ全 っとけ はたト a

早同グ。 i 員 き心れ 、。を

を
重
ね
て
い
さ
ま
し
た
。
練
習
で
も
は

と
ん
ど
失
敗
す
る
宇
)
と
な
く
、
守
二
十
メ
ー

ト
ル
チ
一
走
り
き
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

ス
ピ
ー
ド
も
日
に
日
に
速
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
締
官
の
中
で
も
順
調
に
芯

録
が
伸
び
、
私
も
ク

一
ブ
ス
の
み
ん
な
も
、

本
番
で
の
新
記
録
の

樹
立
と
い
う
期
待
感

が
高
ま
っ
て
い
き
ま

し
た
。

' E . 
E 

E 
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か
ら
ず
に
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
一
人
が
勝
手
な
こ
と
を
し
た
せ

い
で
、
み
ん
な
の
新
記
録
へ
の
気

持
ち
を
裏
切
っ
て
し
ま
っ
て
す
ζ

く
申
し
訳
な
く
な
り
ま
し
た
り
私

が
か
な
い
，
落
ち
込
ん
で
い
る
と
、

み
ん
な
も
悔
し
か
っ
た
は
ず
な
の

「
お
前
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
よ
。
」

と
か
、
「
気
に
す
ん
な
。
」

と
か
、
た
く
さ
ん
戸
を
か
け
て
き

て
く
れ
て
、
と
の
あ
と
の
競
技
の

応
援
を
が
ん
ば
ろ
ろ
と
言
っ
て
く

れ
ま

L
た
。
す
ご
く
う
れ
し
く
て
、

文
句
を
言
、
つ
人
法
一
人
も
い
な
く

て
、
今
度
は
う
れ
し
く
て
泣
け
て

き
ま
し
た
。
み
ん
な
の
優
し
い
一
言

葉
が
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
し

心
の
!
え
え
に
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
、
友
達
っ
て
い
い
な
あ

と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
私
も
、

思
い
や
り
の
車
京
を
か
け
る
こ
と

の
で
き
る
や
き
し
い
人
に
な
り
た

い
と
児
一
い
ま
す
。

臨盟理園調園

制

J
l
-
一

喰
一
生
堂

叫
一
年
支
一

y
u
w

一

2

f
一

て

一

会

抱

一

L

h
昧一

茂
一

Y
く
ス
タ
ー
ト
し
ょ
、
っ

と
、
少
し
早
め
に
一

歩
を
ふ
み
出
し
ま
し

ど
。
し
か
し
、
そ
の

せ
い
で
三
歩
、
四
歩

と
走
る
う
ち
に
タ
イ

ミ
ン
グ
が
ず
れ
て
、
私
は
転
倒
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
私
の
と
こ
ろ
か

ら
ど
ん
ど
ん
く
ず
れ
て
い
き
、
半
分
の

人
が
こ
け
て
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
瞬
閥
、
私
は
ど
う
し
て
い
い
か
分

そ
し
て
当
日
。
み

ん
な
で
や
る
気
満
々

で
、
新
記
録
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
私
に
改
一
?
心

配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
私

の
ス
タ
ー
ト
が
み
ん
な
よ
り
少
し
遅
れ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
練
習
の
と
き
、

友
達
仁
、

「
少
し
遅
い
よ
。
」

と
言
わ
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
直
そ
う
と

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず

れ
て
し
ま
っ
て
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
何
と
か
、
主
れ

て
い
ま
し
た
c

繋備することによ勺て、河川会常に安全ご美し

く利用し管理する気運を高めるための運動を展

開します。

運動は「水辺にやすわ~~{、心にゆとり」の准

進標語をもとに、建設省-県.Ih DIJ村等におい

てさまざまな行事を予定しておりま Jが、皆さ
んの積極的な参加-ご協力をおJ，~互いします。

人ひとりが愛護の精神で、河川|清掃にも干責

極的に参加しでみんなで河川をすニペていきましょ

っ。

7昂i書館111愛護目輔君響
清らかな水の~Jkれと恵まれたj口r Jl I U、地域社

会に憩いと潤いを与えると共に、環境づくりの

中心的な佐古IJを果たしており、近年都市化の進

展等により河川主問への性民の期待は両まる一

方で仁、

昭和 48年以来、畏かで{主みよい国土建設を
推進する竺め毎年 7月を「河川受誰月間JJ と定
め、河川愛護の思想を Iよげ河川環境を南極的に

7 



軽
や
か
か
他
。
7
1
v
i
で

ー
レ
ク
バ
レ
l
大
会
1

五
月
二
十
八
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
第
十
回
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内

の
愛
好
者
ら
六
チ
l
ム
、
合
計
約
六
十

人
が
参
加
し
た
。

試
合
は
、
予
選
リ

i
グ
A
-
B
で
三

チ
l
ム
ず
つ
が
総
当
た
り
戦
を
行
い
、

両
リ
l
グ
の
一
位
チ
1
ム
に
よ
っ
て
激

し
い
優
勝
決
定
戦
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
、
王
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

{
優
勝
}
プ
リ
テ
ィ

1
ズ

一
準
優
勝
一
ミ
ル
キ
ー
ズ

一
第
三
位
}
ど
ん
ぐ
り

満
開
の
さ
つ
き
が
競
演

ー
第
三
十
七
回
さ
っ
き
展
示
会
1

五
月
三
十
日
か
ら
六
月
四
日
ま
で
の

6J 

旦或て6

大勢の来場者を楽しませたさっき展

六
日
間
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
第
二
十
七

回
さ
っ
き
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た
。

満
開
に
咲
き
誇
る
約
五
十
鉢
の
さ
っ

き
は
、
そ
の
美
し
さ
で
訪
れ
た
人
の
視

線
を
惹
き
つ
け
、
し
ば
し
そ
の
歩
を
引

き
止
め
て
い
た
。

六
月
三

U
j
四
H
に
は
、
恒
例
と
な
っ

た
さ
っ
き
的
の
無
料
配
布
や
即
売
、
お

茶
コ
ー
ナ
ー
(
ご
一
日
の
み
て
各
種
パ

ザ
l
等
も
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
賑

わ
っ
て
い
た
。

のびのびプレーが繰り広げ、られたレクバレー大会

健
康
孝
体
と
、
む
を

ー
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ー

六
月
四
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
主
会

場
に
第
六
回
長
浜
町
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
た
。

恒
例
の
さ
わ
や
か
ウ
ォ

i
ク
に
は
二

十
九
人
が
参
加
し
、
環
境
緑
地
か
ら
嵐

展
望
台
往
復
約
七
回
の
コ

i
ス
で
心
地

よ
い
汗
を
流
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
に
関
わ

る
各
種
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、

午
後
か
ら
は
、
財
団
新
居
浜
病
院
の
枝

贋
篤
昌
先
生
を
迎
え
て
記
念
講
演
が
行

わ
れ
た
。
「
ス
ト
レ
ス
と
笑
い
」
と
題

し
「
日
常
生
活
は
常
に
ス
ト
レ
ス
と
の

。
ハ
ド
ん
で
パ
ト
ん

ー
シ

l
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
ー

六
月
十
日
、
双
海
町
・
シ
ー
サ
イ
ド

隣
り
合
わ
せ
。
笑
い
は
健
康
の
も
と
。

楽
し
く
笑
っ
て
過
ご
す
こ
と
に
心
が
け

よ
う
。
」
と
、
趣
味
の
落
語
を
取
り
入

れ
な
が
ら
楽
し
く
行
わ
れ
た
講
演
に
、

参
加
者
ら
は
終
始
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な

が
ら
聞
き
入
っ
て
い
た
。

力強いパドルさばきを見せた参加者

公
園
j
肱
川
河
口
問
で
、
「
タ
や
け
こ

や
け
ラ
イ
ン
・
双
海
・
長
浜
、
ン
l
カ
ヤ
ツ

ク
フ
エ
ス
夕
刊
え
ひ
め
」
が
開
催
さ

れ
、
県
内
外
か
ら
シ

l
カ
ヤ
ッ
ク
一
一
十

九
艇
、
愛
好
家
三
十
一
人
が
参
加
し
た
。

柱
路
起
点
の
シ
ー
サ
イ
ド
公
園
に
は
、

冒
険
家
の
川
内
野
兵
市
さ
ん
も
駆
け
つ
け
、

午
前
九
時
半
、

H

幸
福
の
鐘
u

の
合
図

で
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
一
路
長
浜
を
目

指
し
た
。

町
民
の
広
場
で
は
、
嵐
太
鼓
が
参
加

者
を
迎
え
歓
迎
行
事
が
行
わ
れ
、
い
よ

い
よ
復
路
の
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
。
参

加
者
は
、
両
ぴ
ゴ

l
ル
の
双
海
町
に
向

け
力
強
く
パ
ド
ル
を
こ
い
で
い
た
。

重量

↓[亙
234 
?[車

8 

講演を行う枝贋先生

風
薫
る
五
月
は
老
い
し
五
口
が
身
に
も
弾

み
の
あ
り
し
自
転
車
の
道

平

見

朝

子

手
術
し
て
視
力
戻
れ
ば
な
お
さ
ら
に
五

月
若
葉
の
輝
き
肱
し兵
藤

都

年
毎
に
吾
に
は
重
き
草
刈
り
を
万
緑
の

中
エ
ン
ジ
ン
か
け
る稲
田

都

風
邪
ひ
き
て
キ
ウ
イ
の
下
草
刈
ら
ざ
れ

ば
三
ツ
葉
や
芹
の
群
生
す
る
も

岡

山

晶

子

開
会
を
待
つ
ロ
ビ
ー
ま
で
誰
が
弾
く
や

ト
ル
コ
マ
ー
チ
の
曲
聞
こ
え
来
ぬ

池

田

蓉

子

リ
出
海
小
学
校
日

は
や
つ
り
で
み
ん
な
あ
わ
せ
て
六
ぴ
き

だ

-

午

東

浦

百

一

教
室
に
と
ん
ぼ
が
入
っ
て
本
読
み
だ

二

年

上

野

将

平

つ
ぱ
め
さ
ん
ひ
っ
こ
し
何
同
し
た
の
か

な

三

年

篠

原

誠

こ
い
の
ぼ
り
空
で
ぶ
か
ぶ
か
お
よ
い
で

る

三

年

一

円

回

力

わ
か
め
と
り
ぼ
く
た
ち
す
み
で
遊
ん
で

る

四

年

畑

山

洋

平

田
植
え
し
て
母
さ
ん
い
っ
し
ょ
だ
う
れ

し

い

な

同

年

松

本

英

里
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i品問同市十一品 蹴蕗文学智也倍弱鎚轡碍 γ1藤訪問争隣室』喝事重習に官事堂もずO!

i~~攻守g年百信附 P ール撤送大学(教養金宇都)平成12年度第2学期学生募集
! 放送大学はデレぞ・ラジオを利JtJLて長業を行う正規の通巨帝IJ4年制大学-c~ 。

i 4年以上在学し所定の単位を引修多科件寸すれぱ、「学土(教養)J の学{仇"ι川rι今
幅広いう分f型野fの約3白20科日=考モそろえ、 1科目からでも学ぶことカミで、きます。

i 入学試験はありませんつ
i 18歳以上であれば誰で、も全科附多生として入学ごきます。
15i校以上ごあれば誰でも選手1・科目履修生として人学できます。

i 閉山大学・専門学校からも 3年次編入，'/:ができます c

雨
上
が
り
足
あ
と
模
様
が
い
配
仁
な
っ
た

五

年

尾

上

忠

主

チ
リ
リ
ン
と
風
鈴
の
山
一
U

に
夏
出
ず
る

五

年

水

田

し

ず

か

あ
ぜ
道
を
通
る
と
イ
モ
リ
大
脱
走

六

年

清

水

友

輔

晩
ご
は
ん
え
ん
ど
う
一
立
の
フ
ル
コ

1
ス

六

年

篠

原

愛

一
一
高
一
出
干
喜
子
さ
ん
同
一

時

1
統
計
功
労
者
で
表
彰
〉
糾

五
月
一
一
十
し
八
円
、
松
山
市
で
開
催
さ

れ
た
統
計
協
会
総
会
の
席
上
、
長
浜
の

高
田
千
尋
子
さ
ん
は
、
杭
計
業
務
及
び

統
計
協
会
中
業
に
功
績
の
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
愛
長
県
統
計
協
会
流
計
功
労

お
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
c

ま
す

東本知過ち

明

鱗 1-ーしけ| 世間9-鱗員-2335(直通)
|相談日 月曜から金曜午前9 時半~12 時

| 午後 1 時~4 日寺 40 分 L祝祭自宅E除く〕

変通事故 10専門の相談員か乙相談にゆじます
| 談 :毎週木曜日午後 1 時~4時

ご和談 ( 予闘相言A:川要面談〕一 |※損害保険般のご相談も受付け

れ|刊法人日本損害保険協会 http:dw¥vwぷonpo，or.]P

強山由動車保険請求相談センター
松山市花宣町1-3日本生前沖、11111，駅前ピlレ6階

全科履修生(卒業を日指 4学生)

選科履修斗 ( 1年間佐子:する学生)

科目程修生(1学期間 16カ)J 在学する学生)
、i勺JY:12年 8月15七1!火)まで

{募集学生l

i出願受付]

方支送大学の授業は全国放送です

授業敢送は無料放送で、毎日朝 6時から夜12時まで放送中

ゥ公スカイノfーフェア TV!(CSデ、ジタル方支i三)! -j--レピ205ch・ラジオ500ch

アンテナ、イューナーを設置すれば視聴でき、契約料・受信料 l主要わません。

大愛媛大学内の学習センターでビデオ・オーデイオテープ(貸1['，可)により視聴

入学資格等、詳しし、ことは募集要唄をご参照ください

【資料(無料)請求園お問い合わせ先〕

放送大学愛媛学習センター

〒790-0826松山市文京町 3番(愛媛大学内 J 官邸9-923-854斗

i 放送大学ホームページ(資枠請求口nhttp:ぷ/'WW¥A!しl-air.ac.jp/hp 
i 資料請求フリーダイヤル 0120-864-600 
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.固十理E書賀硲，AA網 t~~ì8I寄， を開催し参91
【講師】三枝成彰(作曲家 ・芸術祭優秀賞など受賞多数。先鋭的な l
現代音楽を追究する一方、映画、 ロ ック オペラ、 NHK ドラマなど ;

の映画音楽の仕事にも携わるなど多彩に活躍。) I 
【テーマ】 「三枝成彰のクラシック入門J-こんなに楽しいクラシッ

ク音楽~

【日時】平成 12年 7月 23日

開場18:00開演18:30

保内町文化会館「ゆめみかん」

(保内町宮内)

【入場料】無料

【その他】入場整理券が必要です。

【お問い合わせ】入場整理券ご希望の

方及び、その他お問い合わせは、役場

企画調整課 (n52-1111・惰)2131) ま

たは、八幡浜 -大洲地方拠点都市対策

室 (n24-0560)まで。

的)岸本印刷印刷平成12年7月1日発行

(日)

平成12年 7月号

【会場】

三枝成彰さん
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人口・世帯数のうごき

5月末現在 宵可月とσコ上ヒll[交

9，857人 16入滅
ノ¥ 口 (男 4，655人) (男 5人減)

女 5，202人 女 11人減

世帯数 3，621世帯 l世帯i成

一

今月のトップ1;1太田章夫さん・
倫苗子さんのカップル

今長柴長長沖長長出

坊浜

西暦2000年も 7月を迎えて後半
に突入した。 中旬以降には梅雨も

明け、本格的な盛夏となる。高温

多湿の暑さが続く 。 日中の最高気

温が30度以上となると真夏日とい
い、夜25度以上のとき熱帯夜とい
う。不快指数の続く日も多し、。 そ

のために避暑 を求め海や山はにぎ

わう 。

日本の周囲は海に固まれ、 自然

の恵みを心 ゆくまで、味わうことが

できる。地球の表面は、海が陸地

の2.42倍あり 地球の表面の70.8%
を占め、深さは平均で3，800mあ
る。海は太古の昔から未来永劫へ

と波打ち続ける。その昔も穏和で

ありながら時として嵐が起き、怒

りの表情を見せる。我々はそんな

海と共に生き 、 さまざまな文化や

歴史を築き上げてきた。海は我々

の生命の源と言える。海の文字の

中に「母」の文字かあるのも偶然

ではない。

その母にも思える海には、一度

訪れてみたい名勝地や奇勝地が多
IJ.し〈、、

い。和歌山県串本町の橋杭岩 、天

の橋立 (京都府宮津市)、 三保の
おおみじま

松原(静岡県清水市)、青海鳥

(山口県長門市)、竜串 ・見残海岸

(高知県土佐清水市)、松島(宮城

県松島町)、鳴門の渦潮(徳島県

鳴門市)、魚津の雲気楼(富 山県
し句.，

魚津市)、不知火 (熊本県不知火

町)など枚挙にいとまがない。 海

国日本ならではの誇りである。

1941年に制定された 7月20日の
「海の日」は、年14回ある国民の
祝日 の一つで、国民こぞって母な

る海の恩恵に感謝し、日本国の一

層の|塗晶に精励し立かで住みよい

日々を送りたし、。

西暦2000年の後半の国民生活の
充実発展に寄与し、世界の国々 の

指導的使命の達成に国民全員が一

致協力し、住みよい世界づくりに

遇進し合う ことを自党し、 一意専

心努力研錯し、 2001年に向かつて
大きく羽ばたき合いたいもの。

健康で、町発展へ町民の紳を深め

官民一体の日々を送り 、長浜町こ

こにあり の意気に燃えよう 。
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